
東京都高体連女子部　五十嵐　菜美

令和元年度　第 49 回関東中学校バスケットボール大会　派遣報告書バスケットボール大会　派遣報告書大会　派遣報告書

１．日程：2019 年８月６日（火）～８日（木）

２．場所：埼玉県 ①深谷市総合体育館ビックタートル　②桶川サンアリーナビックタートル大会　派遣報告書　②桶川サンアリーナ桶川サンアリーナサンアリーナ

３．スケジュール大会　派遣報告書・内容内容

〇 ８月６日（火）１日目　＜審判会議、審判ミーティング、大会 1 日目＞

時間 研修名および講師および講師講師

10:30～ 審判会議 

10:40～ 審判ミーティング ① 「ガイドライン追加項目、新ルールについて」　村上 恵美氏ル大会　派遣報告書ール大会　派遣報告書について」　村上 恵美氏」　村上 恵美氏

　　　　　　　　 ②桶川サンアリーナ 「マンツーマンペナル大会　派遣報告書ティの対応」　　　　　　加藤 暁生氏対応」　　　　　　加藤 暁生氏」　　　　　　加藤 暁生氏

　　　　　　　　 ③ 「3PO Basic」　　　　　　　　　　　　　　　 渡邊 整氏

13:30～ 競技開始

内容

ミーティング①　「ガイドライン追加項目、新ルールについて」　村上 恵美氏ル大会　派遣報告書ール大会　派遣報告書について」　村上 恵美氏」　村上 恵美氏　

　　まず初めに、「ファウルとは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（初めに、「ファウルとは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（めに、「ファウル大会　派遣報告書とは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（始まった。ふれあいに対するファウル（ファウル大会　派遣報告書（NF/UF）、

振る舞いに対するファウル（るファウル（舞いに対するファウル（いに対するファウル（ファウル大会　派遣報告書（TF）、特に悪質なファウル（に悪質なファウル（なファウル（ファウル大会　派遣報告書（DQ）といったもの対応」　　　　　　加藤 暁生氏を事実、責任、影響の観点からマージナルな事実、責任、影響の観点からマージナルなの対応」　　　　　　加藤 暁生氏観点からマージナルなから始まった。ふれあいに対するファウル（マージナル大会　派遣報告書なファウル（

の対応」　　　　　　加藤 暁生氏か、イリーガル大会　派遣報告書なファウル（の対応」　　　　　　加藤 暁生氏か、あるファウル（いは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（ノーコール大会　派遣報告書なファウル（の対応」　　　　　　加藤 暁生氏かを事実、責任、影響の観点からマージナルな判断していくことが大切である。して」　村上 恵美氏いくことが大切である。大切である。であるファウル（。

　　新ルールについて」　村上 恵美氏ル大会　派遣報告書ール大会　派遣報告書について」　村上 恵美氏は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（スローイン、ドリブル大会　派遣報告書、24 秒ルール、ダブルファウル、テクニカルファウルについての再確認をおル大会　派遣報告書ール大会　派遣報告書、ダブル大会　派遣報告書ファウル大会　派遣報告書、テクニカル大会　派遣報告書ファウル大会　派遣報告書について」　村上 恵美氏の対応」　　　　　　加藤 暁生氏再確認をおを事実、責任、影響の観点からマージナルなお

こなファウル（った。その対応」　　　　　　加藤 暁生氏内の対応」　　　　　　加藤 暁生氏 24 秒ルール、ダブルファウル、テクニカルファウルについての再確認をおル大会　派遣報告書ール大会　派遣報告書について」　村上 恵美氏、具体的なケーススタディをおこなった。なファウル（ケーススタディを事実、責任、影響の観点からマージナルなおこなファウル（った。

ミーティング②桶川サンアリーナ　「マンツーマンペナル大会　派遣報告書ティの対応」　　　　　　加藤 暁生氏対応」　　　　　　加藤 暁生氏」　加藤 暁生氏　

　今回は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（中学生の対応」　　　　　　加藤 暁生氏大会の対応」　　　　　　加藤 暁生氏ため、試合中 TO の対応」　　　　　　加藤 暁生氏後ろに「マンツーマンコミッショナー（以下、ろに「マンツーマンコミッショナー（以下、MC）」が大切である。つき、ゲームを進めてを事実、責任、影響の観点からマージナルな進めてめて」　村上 恵美氏

いく。MC が大切である。黄色旗をあげる→試合は継続、赤旗をあげる→１回目警告、２回目を事実、責任、影響の観点からマージナルなあげるファウル（→試合は継続、赤旗をあげる→１回目警告、２回目試合は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（継続、赤旗をあげる→試合は継続、赤旗をあげる→１回目警告、２回目を事実、責任、影響の観点からマージナルなあげるファウル（→試合は継続、赤旗をあげる→１回目警告、２回目１回目警告、２回目 TF（マンツーマンペナル大会　派遣報告書ティによるファウル（挟み込み込込

み込の対応」　　　　　　加藤 暁生氏フリースロー）CC が大切である。両コーチを集め、コーチを集め、を事実、責任、影響の観点からマージナルな集め、め、MC に説明をしてもらう。その際、を事実、責任、影響の観点からマージナルなして」　村上 恵美氏もら始まった。ふれあいに対するファウル（う。その対応」　　　　　　加藤 暁生氏際、U1 と U2 は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（コート上にいるファウル（プレイヤーを事実、責任、影響の観点からマージナルな把握

するファウル（。スコアには何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（「M」を事実、責任、影響の観点からマージナルな記入し、「し、「M」２つで退場となファウル（るファウル（。よって」　村上 恵美氏、審判の対応」　　　　　　加藤 暁生氏対応」　　　　　　加藤 暁生氏として」　村上 恵美氏は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（必要に応じてに応」　　　　　　加藤 暁生氏じて」　村上 恵美氏 MC と連携をとり、スを事実、責任、影響の観点からマージナルなとり、ス

ムを進めてーズに運営をしていくことが重要である。に運営をしていくことが重要である。を事実、責任、影響の観点からマージナルなして」　村上 恵美氏いくことが大切である。重要に応じてであるファウル（。

ミーティング③　「  3PO Basic  」　渡邊 整氏　  

　今大会から始まった。ふれあいに対するファウル（全試合 3PO の対応」　　　　　　加藤 暁生氏実施ということで、「プライマリとメカニクスの理解」を中心にミーティングをおこなった。そのということで、「プライマリとメカニクスの対応」　　　　　　加藤 暁生氏理解」を中心にミーティングをおこなった。その」を事実、責任、影響の観点からマージナルな中心にミーティングをおこなった。そのにミーティングを事実、責任、影響の観点からマージナルなおこなファウル（った。その対応」　　　　　　加藤 暁生氏

中で、自然に見えるものを判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でに見えるものを判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でえるファウル（もの対応」　　　　　　加藤 暁生氏を事実、責任、影響の観点からマージナルな判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でして」　村上 恵美氏いくこと、リードが大切である。積極的なケーススタディをおこなった。に判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でに参加して」　村上 恵美氏いくことが大切である。ポイントであるファウル（。またクル大会　派遣報告書ー内で

の対応」　　　　　　加藤 暁生氏コミュニケーション（OOB、3or2、EOQ・内容EOG、クロックコントロール大会　派遣報告書なファウル（ど）を事実、責任、影響の観点からマージナルな取り続けて最後まで協力をしあい、正しいり続けて」　村上 恵美氏最後ろに「マンツーマンコミッショナー（以下、まで協力をしあい、正しいを事実、責任、影響の観点からマージナルなしあい、正しいしい

道へと導いていく。また、へと導いていく。また、いて」　村上 恵美氏いく。また、POC（判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内での対応」　　　　　　加藤 暁生氏根拠）にこだわりを事実、責任、影響の観点からマージナルな持ち、レフェリングをすることを重要視する、プレゼンテーションち、レフェリングを事実、責任、影響の観点からマージナルなするファウル（ことを事実、責任、影響の観点からマージナルな重要に応じて視する、プレゼンテーションするファウル（、プレゼンテーション

の対応」　　　　　　加藤 暁生氏工夫やインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよやインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよの対応」　　　　　　加藤 暁生氏方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよにとって」　村上 恵美氏見えるものを判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内で苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよしい振る舞いに対するファウル（るファウル（舞いに対するファウル（いを事実、責任、影響の観点からマージナルななファウル（くすこと）について」　村上 恵美氏も強い意識を持ちコートに立つよい意識を持ちコートに立つよを事実、責任、影響の観点からマージナルな持ち、レフェリングをすることを重要視する、プレゼンテーションちコートに立つよつよ

うお話いただいた。いただいた。

　

《担当ゲーム》ゲームを進めて》

時間 女子１回戦　第１試合（13:30～）

対戦カード 明をしてもらう。その際、見えるものを判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内で（山梨） 57 ― 68 埼玉栄（埼玉）

担当ゲーム》審判 CC. 五十嵐 菜美(東京 Ａ級級) U1. 佐藤 圭氏(群馬 B級) U2.吉田 一貴氏(神奈川サンアリーナ B級)



内容

審判主任：丸山 淳氏（山梨）

・内容埼玉栄の対応」　　　　　　加藤 暁生氏オフェンスの対応」　　　　　　加藤 暁生氏手の使い方を知っているかどうかの対応」　　　　　　加藤 暁生氏使い方を知っているかどうかい方を事実、責任、影響の観点からマージナルな知っているかどうかって」　村上 恵美氏いるファウル（かどうか

・内容試合中の対応」　　　　　　加藤 暁生氏違和感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であを事実、責任、影響の観点からマージナルな周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要でありが大切である。感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であじて」　村上 恵美氏しまうようなファウル（瞬間を事実、責任、影響の観点からマージナルないかに審判が大切である。早く感じて正していくかが重要であく感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であじて」　村上 恵美氏正しいして」　村上 恵美氏いくかが大切である。重要に応じてであ

るファウル（

・内容クル大会　派遣報告書ーチを集め、ーフとして」　村上 恵美氏試合全体を事実、責任、影響の観点からマージナルな把握して」　村上 恵美氏いるファウル（ことを事実、責任、影響の観点からマージナルな判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でやインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよプレゼンテーションで伝えるえるファウル（

〇 8月 7日（水） 大会 2 日目

時間 女子 2 回戦 第４試合（13:30～）　

対戦カード 松伏（埼玉） 74―50 一条（栃木）

担当ゲーム》審判 CC. 丸山 淳氏(山梨 A級） U1. 五十嵐 菜美(東京 A級) U2. 吉田 和樹氏(群馬 B級)

内容

審判主任：真榮喜 工氏（埼玉）

・内容 クローズに運営をしていくことが重要である。ダウンポジションの対応」　　　　　　加藤 暁生氏使い方を知っているかどうかい方の対応」　　　　　　加藤 暁生氏工夫やインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよ（ウィークサイドから始まった。ふれあいに対するファウル（来るドライブに対するるファウル（ドライブに対するファウル（

ディフェンスの対応」　　　　　　加藤 暁生氏手の使い方を知っているかどうかを事実、責任、影響の観点からマージナルな見えるものを判定していくこと、リードが積極的に判定に参加していくことがポイントである。またクルー内でえるファウル（ポジション）→試合は継続、赤旗をあげる→１回目警告、２回目１歩内側に入るに入し、「るファウル（

・内容 ショットクロックの対応」　　　　　　加藤 暁生氏訂正しいを事実、責任、影響の観点からマージナルなしたことは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（良いが、いが大切である。、TO は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（中学生なファウル（の対応」　　　　　　加藤 暁生氏で同じミスを回避できた時に声をかけてじミスを事実、責任、影響の観点からマージナルな回避できた時に声をかけてできた時に声をかけてを事実、責任、影響の観点からマージナルなかけて」　村上 恵美氏

あげるファウル（なファウル（どの対応」　　　　　　加藤 暁生氏コミュニケーションを事実、責任、影響の観点からマージナルな取り続けて最後まで協力をしあい、正しいって」　村上 恵美氏あげるファウル（となファウル（お良いが、い

・内容スローイン前、フリースロー前、タイムを進めてアウトあけ等、声をかけてを事実、責任、影響の観点からマージナルな使い方を知っているかどうかって」　村上 恵美氏始めるファウル（ことを事実、責任、影響の観点からマージナルなもっと積極的なケーススタディをおこなった。におこなファウル（う

〇 8月 8日（木） 大会最終日

時間 女子準決勝 第２試合（10:50～）　

対戦カード 陽南（栃木） 77―34 昭和学院（千葉）

担当ゲーム》審判 CC. 星野 由貴氏(群馬 S級) U1. 小澤 朋克氏(群馬 A級) U2. 五十嵐 菜美(東京 A級)

内容

グル大会　派遣報告書ープミーティング（中澤 美保子氏（神奈川サンアリーナ）、望月 直幸氏（東京）、

鈴木 孝一氏（埼玉）、丸山 淳氏（群馬）、埼玉県内審判員の皆様）の対応」　　　　　　加藤 暁生氏皆様）

審判主任：久保 あしみ込氏（千葉）

・内容 クル大会　派遣報告書ー内での対応」　　　　　　加藤 暁生氏個人ファウルの共有（タイムアウト時に話すことや、ツーモア、ネクストファウル大会　派遣報告書の対応」　　　　　　加藤 暁生氏共有（タイムを進めてアウト時に話いただいた。すことやインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよ、ツーモア、ネクスト

ボーナスの対応」　　　　　　加藤 暁生氏確認をお）を事実、責任、影響の観点からマージナルな常におこなうにおこなファウル（う

・内容 セカンダリーが大切である。コール大会　派遣報告書するファウル（時間帯が連続してあった際、それに気づいていたかが大切である。連続して」　村上 恵美氏あった際、それに気づいていたかづいて」　村上 恵美氏いたか

・内容 スキル大会　派遣報告書の対応」　　　　　　加藤 暁生氏あるファウル（チを集め、ームを進めてに対して」　村上 恵美氏どこまでやインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよら始まった。ふれあいに対するファウル（せて」　村上 恵美氏あげるファウル（かを事実、責任、影響の観点からマージナルなクル大会　派遣報告書ー内で一貫させるさせるファウル（

　（同じミスを回避できた時に声をかけてじもの対応」　　　　　　加藤 暁生氏でもコール大会　派遣報告書したり、しなファウル（かったりするファウル（ことは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（避できた時に声をかけてけるファウル（）

`４．感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であ想

　 今回、初めに、「ファウルとは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（めて」　村上 恵美氏関東中学派遣を事実、責任、影響の観点からマージナルないだたき、またＡ級級として」　村上 恵美氏、２泊審判員の皆様）として」　村上 恵美氏初めに、「ファウルとは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（の対応」　　　　　　加藤 暁生氏関東大会ということもあり、新ルールについて」　村上 恵美氏たなファウル（気づいていたか持ち、レフェリングをすることを重要視する、プレゼンテーションちで

臨み参加させていただきました。み込参加させて」　村上 恵美氏いただきました。

　 担当ゲーム》させて」　村上 恵美氏いただいた試合は何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（全試合女子の対応」　　　　　　加藤 暁生氏ゲームを進めてでした。中学生の対応」　　　　　　加藤 暁生氏ゲームを進めてとは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（いえ、非常におこなうにレベル大会　派遣報告書の対応」　　　　　　加藤 暁生氏高いチを集め、ームを進めてによるファウル（大

会でした。また今回クル大会　派遣報告書ーチを集め、ーフとして」　村上 恵美氏やインティグリティ（一般の方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよら始まった。ふれあいに対するファウル（せて」　村上 恵美氏いただく試合もあり、ゲームを進めて全体を事実、責任、影響の観点からマージナルな感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であじなファウル（が大切である。ら始まった。ふれあいに対するファウル（スムを進めてーズに運営をしていくことが重要である。に運営をしていくことが重要である。を事実、責任、影響の観点からマージナルなし、収めてめて」　村上 恵美氏

いかなファウル（ければなファウル（ら始まった。ふれあいに対するファウル（なファウル（い責任を事実、責任、影響の観点からマージナルな肌で感じる経験もさせていただきました。しかし私はまだまだそういった技量が乏しく、上手くで感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であじるファウル（経験もさせていただきました。しかし私はまだまだそういった技量が乏しく、上手くもさせて」　村上 恵美氏いただきました。しかし私はまだまだそういった技量が乏しく、上手くは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（まだまだそういった技量が乏しく、上手くが大切である。乏しく、上手くしく、上手の使い方を知っているかどうかく

いかなファウル（いことが大切である。多くあり、沢山の悔しさが残っております。ただその中でも、関東審判員の方々から新たな刺激をいただきまくあり、沢山の対応」　　　　　　加藤 暁生氏悔しさが残っております。ただその中でも、関東審判員の方々から新たな刺激をいただきましさが大切である。残っております。ただその中でも、関東審判員の方々から新たな刺激をいただきまって」　村上 恵美氏おります。ただその対応」　　　　　　加藤 暁生氏中でも、関東審判員の皆様）の対応」　　　　　　加藤 暁生氏方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよから始まった。ふれあいに対するファウル（新ルールについて」　村上 恵美氏たなファウル（刺激をいただきまを事実、責任、影響の観点からマージナルないただきま

した。この対応」　　　　　　加藤 暁生氏経験もさせていただきました。しかし私はまだまだそういった技量が乏しく、上手くを事実、責任、影響の観点からマージナルな次へと生かしレベルアップしていきます。へと生かしレベル大会　派遣報告書アップして」　村上 恵美氏いきます。

最後ろに「マンツーマンコミッショナー（以下、に、今大会で開催県となファウル（りました、埼玉県バスケットボール大会　派遣報告書協会の対応」　　　　　　加藤 暁生氏方々にとって見苦しい振る舞いをなくすこと）についても強い意識を持ちコートに立つよには何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（大変お世話になり、深く感謝致します。まお世話いただいた。になファウル（り、深く感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であ謝致します。まします。ま

た、今大会の対応」　　　　　　加藤 暁生氏派遣を事実、責任、影響の観点からマージナルなして」　村上 恵美氏くださいました平原委員の皆様）長をはじめ、日頃よりご指導いただいております東京都の皆様に感謝申しを事実、責任、影響の観点からマージナルなは何か？」というところから始まった。ふれあいに対するファウル（じめ、日頃よりご指導いただいております東京都の皆様に感謝申しよりご指導いただいております東京都の皆様に感謝申し指導いていく。また、いただいて」　村上 恵美氏おります東京都の対応」　　　　　　加藤 暁生氏皆様に感を周りが感じてしまうような瞬間をいかに審判が早く感じて正していくかが重要であ謝申しし

上げます。


